






Japanese Literature: Publishing, Prizes, and the Ascription of Literary Value 










































































































































































































③第2巻 『坪内遁遥集』、第7巻 『贋津柳浪集・川上眉山集・斎藤緑雨集』、第26巻 『武者小路賓篤
集J、第32巻 『近松秋江集・久米正雄集』、第42巻 『鈴木三重吉集・森田草平集J、第43巻『岡本
締堂集・長田幹彦集j、第44巻 f久保田万太郎集・長輿善郎集・室生犀星集』、第50巻『新輿文学
集J、第55巻 『小栗風葉集・柳川春葉集・佐藤紅繰集j、第62巻 fプロレタリア文拳集J。
＊肘強要旨
中川成美氏は、 f現代日本文学全集jに影響を受けた例として、水村美苗を挙げた理由を問い、発
表者は、「日本文学」という概念を非常に意識的に採り上げている作家であるゆえと応答した。斉藤
桂氏からの、今後研究者は「日本文学」にどのように関わっていくべきであるのか、という質問に対
し、まだ「日本文学Jというのは形になってはいない、なりつつある状態だ、という考え方もある。
「国民国家」という枠組みの中で見るしかないが、それが唯一の見方ではないと常に意識して用いる
べきであり、さらには、「国民国家」「民族J「国家」という枠組みの必然性も薄くなるかもしれない、
と答えた。谷川恵一氏は、 ①大正堂のラベルは本屋が貼付して発送したために残存したのか、 ②現存
する日本書籍は、どのような経緯で在外図書館に所蔵されたのかと質問した。発表者は、 ①ラベル自
体は当時のアメリカの輸送制度に適うものとして製作されてはいるが、郵送スタンプが捺されていな
いため、どういった経緯で残存したのか定かでないと答え、 ②今回採り上げた資料は、日本語学校に
寄贈されたものであり、たいていは、世代を経るごとに書籍の内容が理解できなくなったために寄付
されたと考えられるが、他にも、太平洋戦争中に、敵性言語ということで預けられた物が個人宅に残
っている可能性があると補足した。メラニー・トレーデ氏は、全集という形はいつから採用されてい
るのかと問い、発表者は 19世紀終盤ではないかと応答した。
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